
発行／栄村役場発行／栄村役場

主な内容

■pick up　村の水稲農業等の現状と今後について
■冬期職員の募集
■二十歳の集い　開催
■お知らせ
■教育委員会報
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　８月15日、栄村二十歳の集いを文化会館か
たくりホールで開催しました。懐かしい友と
の再会で笑顔であふれた式となりました。
　次世代を担う新成人の皆様の今後の活躍に
期待しています。

祝　栄村二十歳の集い

令和４年
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村
の
水
稲
農
業
等
の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て

担
当
／
農
政
課 

農
村
振
興
係

⑴
　
国
の
農
村
政
策
の
方
向
性

　

令
和
２
年
か
ら
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
伴
い
、
若
い
世
代

等
を
中
心
に
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
等
地
方
へ

の
移
住
を
考
え
る
人
が
増
加
し
て
き
て
い

ま
す
。
こ
う
い
っ
た
背
景
を
踏
ま
え
、
国

で
は
、
地
方
へ
の
人
の
流
れ
を
加
速
化
さ

せ
、
持
続
的
な
低
密
度
社
会
を
実
現
す
る

た
め
の
新
し
い
農
村
政
策
の
構
築
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

中
山
間
地
域
等
を
は
じ
め
と
す
る
農
村

で
は
、
高
齢
化
や
人
口
減
少
に
よ
り
集
落

機
能
が
低
下
し
、
弱
体
化
す
る
地
域
が
増

加
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
将
来

的
に
人
が
住
み
続
け
る
た
め
の
条
件
整
備

が
必
要
で
す
。
今
後
は
、
１
つ
の
集
落
の

範
囲
で
は
な
く
、
複
数
集
落
の
範
囲
で
農

業
振
興
や
地
域
資
源
の
保
全
・
活
用
と
併

せ
て
、
買
い
物
や
子
育
て
支
援
等
、
集
落

の
維
持
に
必
要
不
可
欠
な
機
能
も
含
め
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
等
の
取
組
を

支
援
し
て
い
く
方
向
で
す
。
そ
こ
で
国
が

想
定
し
て
い
る
の
が
、「
農
村
型
地
域
運

営
組
織
（
農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
）」
の
育
成
で
す
。

（
イ
メ
ー
ジ
図
参
照
）

　

農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
と
は
、
農
用
地
保
全
活
動

や
農
業
を
核
と
し
た
経
済
活
動
と
併
せ

て
、
生
活
支
援
等
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
維
持
等
の
取
組
を
行
う
組
織
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
が
農
村
へ
の
人
の

流
れ
の
受
け
皿
の
一
つ
と
し
て
機
能
し
、

農
村
地
域
が
持
続
的
に
運
営
さ
れ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
村
内
に
は
豊
栄
地
区
、
水
内
地

区
、
西
部
地
区
等
を
中
心
に
、
18
組
織
の

集
落
営
農
組
織
等
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
集

落
営
農
組
織
等
が
、
営
農
を
継
続
し
て
い

く
た
め
に
、
現
在
必
須
と
な
っ
て
い
る
国

の
制
度
が
、「
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

制
度
」
で
す
。
中
山
間
地
域
等
は
、
平
地

に
比
べ
、
農
業
生
産
条
件
の
不
利
な
地
域

で
、
担
い
手
の
減
少
や
荒
廃
農
地
の
増
加

等
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
そ
の
農
業
の
生
産

条
件
に
関
す
る
不
利
を
補
正
す
る
た
め
本

制
度
に
よ
り
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
制

度
の
内
容
と
し
て
は
、
集
落
等
を
単
位
と

し
て
（
以
下
、「
集
落
協
定
」
と
い
う
）

農
作
業
等
の
活
動
を
行
い
、
農
用
地
の
面

積
等
に
応
じ
て
交
付
金
を
交
付
す
る
仕
組

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

村
内
で
は
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

制
度
を
活
用
し
た
集
落
協
定
が
20
協
定
あ

り
ま
し
た
。
令
和
４
年
度
か
ら
は
、
協
定

数
が
17
協
定
と
な
り
数
字
的
に
は
減
少
し

ま
し
た
が
、
マ
イ
ナ
ス
の
要
因
か
ら
で
は

な
く
、
地
域
の
現
状
に
応
じ
た
前
向
き
な

変
化
で
あ
り
、「
集
落
協
定
広
域
化
加
算

（
以
下
、「
広
域
化
加
算
」
と
い
う
）」
を

活
用
し
た
結
果
で
す
。

　

こ
の
広
域
化
加
算
は
、
１
つ
だ
け
の
集

落
で
活
動
す
る
の
で
は
な
く
、
他
の
集
落

と
一
緒
に
な
り
、
主
導
的
な
役
割
を
担
う

人
材
を
確
保
し
た
上
で
、
取
組
を
行
う
場

合
に
加
算
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
度
、
こ
の
広
域
化
加
算
が
活
用
さ

れ
た
背
景
に
は
、
今
後
５
～
10
年
先
を
見

越
し
て
、
こ
の
先
ど
う
し
て
い
く
か
と
い

う
農
業
者
の
意
識
の
高
ま
り
が
あ
り
ま

す
。
近
隣
の
集
落
と
協
力
し
て
い
け
ば
何

と
か
続
け
て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
、
と

い
う
地
域
で
の
話
し
合
い
が
積
極
的
に
実

施
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
広
域
化
加
算
に

取
り
組
む
協
定
が
３
協
定
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
多
く
の
集
落
協
定

が
取
組
を
始
め
た
の
が
、「
棚
田
地
域
振

興
活
動
加
算
（
以
下
、「
棚
田
加
算
」
と

い
う
）」
で
あ
り
、
５
協
定
が
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

棚
田
加
算
は
、
主
に
３
つ
の
目
標
を
定

め
て
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
１
つ
目

は
、「
棚
田
等
の
保
全
に
関
す
る
こ
と
」、

２
つ
目
は
、「
棚
田
等
の
保
全
を
通
じ
た

多
面
に
わ
た
る
機
能
の
維
持
・
発
揮
に
関

す
る
こ
と
」、
３
つ
目
は
、「
棚
田
を
核
と

し
た
棚
田
地
域
の
振
興
に
関
す
る
こ
と
」

が
あ
り
ま
す
。
各
集
落
協
定
の
活
動
の
内

容
と
し
て
は
、
今
あ
る
棚
田
を
継
続
し

て
守
っ
て
い
く
た
め
に
、「
草
刈
り
等
を

地域での話し合い

農村RMOイメージ図（農水省HP掲載資料より抜粋）

【地域レベル】

農村地域づくり協議会
集落協定
集落営農
農業生産法人
など

自治会・町内会
婦人会・ＰＴＡ
社会福祉協議会など

集落 集落 集落 集落 集落 集落 集落
多面的機能支払交付金

中山間地域等直接支払交付金

事務局 参 画

農村ＲＭＯ
複数集落を範囲として農業者の組織と自治会等地域の多様な主体が連携して協議する体制を構築

地域
マネージャー 地域

おこし
協力隊

pick
up

⑵
　
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度

と
そ
の
取
組
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す
る
」、「
景
観
を
良
く
す
る
た
め
に

花
等
を
植
え
る
」、「
地
域
を
よ
り
元

気
に
し
て
い
く
た
め
に
外
部
の
人
を

呼
ん
で
交
流
体
験
イ
ベ
ン
ト
等
を
行

う
」、
と
い
っ
た
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
棚
田
加
算
の
活
用
も
、
農
業

者
が
自
分
た
ち
の
地
域
の
水
田
を
守

っ
て
い
き
た
い
、
ま
た
、
今
以
上
に

発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
い
う
意
識

の
高
ま
り
か
ら
、
活
用
が
増
え
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

村
で
は
、
ま
だ
加
算
措
置
に
取
り

組
ん
で
い
な
い
集
落
協
定
を
中
心
に
、

今
後
、
再
度
制
度
の
周
知
等
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

他
の
集
落
と
広
域
的
に
連
携
し
て
、
取
り

組
む
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

そ
し
て
将
来
的
に
は
、
農
業
に
関
す
る

取
組
と
併
せ
て
、
生
活
支
援
等
の
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
等
の
取
組
を
行
う

「
農
村
型
地
域
運
営
組
織（
農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
）」

の
よ
う
な
組
織
が
、
村
内
に
複
数
形
成
さ

れ
、
そ
の
地
域
に
住
む
人
達
が
自
ら
考
え

運
営
し
、
守
っ
て
い
く
こ
と
が
、
村
の
未

来
に
繋
が
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
の
形
成
に
つ
い
て
、
今
年

度
か
ら
、
秋
山
地
区
で
取
組
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
の
形
成

に
取
り
組
み
た
い
、
話
を
聞
い
て
み
た
い

集
落
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

中山間地域等直接支払制度 集落協定一覧表（令和４年７月末現在）

中山間直払交付金活用金額推移一覧表

※Ｒ４は、見込金額です。

取組年度 交付金総額
（円）

前年度との比較
（円）

Ｒ１（第４期） 37,941,368

Ｒ２（第５期） 40,428,763 2,487,395 ↑up

Ｒ３（　〃　） 40,470,931 42,168 ↑up

Ｒ４（　〃　） 50,053,586 9,582,655 ↑up

№ 協　　定　　名
協定面積（㎡） 加　算　措　置

急傾斜 緩傾斜 合　計 広域化加算 棚 田 加 算 生産性向上加算
１ 白鳥団地 59,089 59,089
２ 中山間平滝団地 99,693 8,711 108,404
３ 横倉団地 117,227 13,877 131,104
４ 青倉団地 149,805 28,112 177,917 ○
５ 森団地 180,922 25,582 206,504

６ 西部地区
広域集落協定

泉平団地集落協定 53,180 16,501 69,681
○ ○

月岡団地 119,163 46,620 165,783
７ 箕作団地 44,467 5,286 49,753 ○
８ 小滝集落協定 83,078 83,078 ○

９ 中央地区
広域集落協定

野田沢団地 79,036 24,676 103,712
○ ○

天池・大久保団地 76,533 38,229 114,762
10 雪坪団地 47,771 47,771
11 志久見集落協定 171,934 171,934
12 切欠団地 65,535 65,535

13 原向・長瀬
広域集落協定

長瀬集落協定 126,611 126,611
○

○
原向団地 407,202 407,202

14 笹原集落協定 28,546 28,546
15 北野団地 50,617 50,617
16 極野中野集落協定 53,716 9,595 63,311
17 小赤沢集落協定 65,347 65,347
計 17 20 1,672,270 624,391 2,296,661 3 5 1

肥
料
価
格
高
騰
対
策
に

つ
い
て

　

本
年
秋
か
ら
来
年
春
に
使
用
す
る

肥
料
に
対
す
る
、
国
の
価
格
高
騰
分

の
助
成
対
策
が
実
施
さ
れ
る
予
定
で

す
。

　

化
学
肥
料
の
低
減
対
策
に
取
り
組

む
、
農
業
者
５
人
以
上
の
団
体
（
取

り
ま
と
め
は
、
Ｊ
Ａ
若
し
く
は
肥
料

販
売
会
社
を
想
定
。）
に
対
し
て
、

価
格
高
騰
分
の
７
割
が
交
付
さ
れ
る

仕
組
み
で
す
。

　

申
請
先
は
、
長
野
県
の
農
業
関
連

団
体
と
な
る
見
込
み
で
す
が
、
詳
し

い
内
容
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
村
若

し
く
は
肥
料
購
入
先
等
よ
り
、
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。
対
象
期
間
に
購

入
さ
れ
た
肥
料
の
注
文
書
、納
品
書
、

請
求
書
、
領
収
書
は
整
理
、
保
管
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
購
入
対
象
期
間

　

令
和
４
年
６
月
か
ら
令
和
５

年
５
月
に
購
入
し
た
肥・

料・

●
問
い
合
わ
せ
先

　

農
政
課　
農
林
係

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
３

⑶
　
集
落
営
農
組
織
等
の
今
後

　

今
後
、
さ
ら
に
高
齢
化
や
人
口
減
少
が

進
む
状
況
の
中
で
、
村
の
水
稲
農
業
を
継

続
し
て
い
く
に
は
、
国
の
農
村
政
策
の
方

向
性
や
村
で
の
広
域
化
加
算
の
活
用
に
も

あ
っ
た
よ
う
に
、
集
落
営
農
組
織
等
が
、

事業の実施

農村RMO事業内容イメージ（農水省HP掲載資料より抜粋）

資源管理

農用地の保全

農地周辺等の
草刈り作業

生産補完
農業振興

地域資源の活用

直売所を核とした
城内経済循環

生活扶助

生活支援

集荷作業と併せた
買い物支援
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〈スキー場冬季職員募集〉
【職種・募集人数】　・リフト係　15～17名　　・パトロール係　３名　　・圧雪係　３名
　　　　　　　　　・レンタル係　　２名　　・レストラン係　２名
　　　　　　　　　・バス運転係兼施設係　※１名　・フロント係　※１名　　※土日祝のみ

【任用期間】　令和４年12月12日～令和５年３月31日
【応募資格】　①年　齢：令和４年４月１日時点で１８歳以上６８歳以下の健康な方
　　　　　　②資　格：職種により条件あり（募集要項を参照してください。）

【募集期間】　令和４年９月１日㈭～９月20日㈫まで
【応募方法】　役場窓口及び秋山支所に用意してある申込書に必要事項を記入のうえ、応募資格欄に

該当する受有資格のコピーを添付し、それぞれの窓口に持参または郵送してください。
（郵送の場合は２０日必着）

問合せ先　　商工観光課　企業係　☎0269-87-3355

令和４年度
冬期職員（会計年度任用職員）を募集します

〈道路除雪オペレーター〉
【募集人員】　20名程度
【任用期間】　令和４年12月１日～令和５年３月31日までの間
【応募資格】　①年　齢：令和４年４月１日時点で、18歳以上68歳以下の健康な方
　　　　　　②資　格：普通自動車運転免許証、大型特殊運転免許証及び車両系建設機械運転技能

講習終了証を所持している方（令和４年12月１日時点）
【受付期間】　令和４年９月１日㈭～９月20日㈫まで
【応募方法】　役場窓口及び秋山支所に用意してある申込書に必要事項を記入のうえ、応募資格欄に

該当する受有資格のコピーを添付し、持参または郵送してください。（郵送の場合は
20日必着）

問合せ先　　　建設課　建設事業係　☎0269-87-3113

〈雪害対策救助員〉
【募集人員】　18名程度
【任用期間】　令和４年12月15日～令和５年３月31日までの間
【応募資格】　①年　齢：令和４年４月１日時点で、18歳以上68歳以下の健康な方
　　　　　　②資　格：普通自動車運転免許証を所持している方

【受付期間】　令和４年９月１日㈭～９月20日㈫まで
【応募方法】　役場窓口及び秋山支所に用意してある申込書に必要事項を記入のうえ、普通自動車運

転免許証のコピーを添付し、持参または郵送してください。（郵送の場合は20日必着）

問合せ先　　民生課　住民福祉係　☎0269-87-3114

※健康保険は、今年から長野県市町村職員共済組合へ加入します。
　また、年金は厚生年金保険が適用となります。
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食育の推進について

　栄村の給食では、保育園での完全給食（米飯もおかずも提供する事）への
移行や、村内で採れた野菜の活用等により食育の推進に取り組んでいます。

　村内農産物が身近になることで、人と人との繋がりが新しく
生まれたり、今まで気付かなかった栄村の魅力を発見できたり
するのではないでしょうか。
　そこで、皆さんが作った安全でおいしい村内農産物等の更な
る活用をしたいと考え、ご協力いただけ
る方を募りたいと計画しています。
　栄村の給食に、農産物等の提供を考え
てみたい方は、民生課（☎0269-87-3020）
まで、お気軽にご連絡ください。

信濃川水系河川整備計画（変更原案）に対する関係住民か
ら頂いたご意見と回答についてお知らせいたします。

千曲川河川事務所からのお知らせ

りよだ健保

信濃川水系河川整備計画（変更原案）に対する関係住民から頂いたご意見と回答
について、下記の信濃川水系河川整備計画ホームページで掲載しております。

なお、同じ資料は栄村役場１階で閲覧いただけます（10月31日㈪まで）。

インターネットで

▲信濃川水系河川整備計画
　ホームページの二次元コード

信濃川水系河川整備計画

検索
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飯
水
岳
北
勤
労
者
共
済

会
に
加
入
し
ま
せ
ん
か

栄
村
商
工
観
光
事
業
者

経
営
支
援
金
支
給
に
つ

い
て
の
お
知
ら
せ

不
動
産
鑑
定
士
無
料
相

談
会
の
ご
案
内

上
倉
章
夫
さ
ん

法
務
大
臣
感
謝
状
受
賞

申＝申し込み先 　問＝問合せ先 　予＝予約先

　

飯
水
岳
北
勤
労
者
共
済
会
で
は
、
飯

山
市
、
木
島
平
村
、
野
沢
温
泉
村
、
栄

村
の
中
小
企
業
・
商
店
・
個
人
事
業
所

な
ど
で
働
く
人
を
対
象
に
、
個
々
の
事

業
所
で
は
難
し
い
福
利
厚
生
を
支
援
し

て
い
ま
す
。

■
事
業
内
容

○
保
険
（
共
済
）
給
付
事
業

　

結
婚
祝
い
金
、
出
生
祝
金
、
入
学
祝

金
、
死
亡
保
険
金
、
傷
病
休
業
保
険
金

な
ど

○
厚
生
事
業

　

飯
水
岳
北
管
内
指
定
施
設
割
引
券
の

配
布
、
長
野
県
市
町
村
勤
労
者
互
助

会
・
共
済
会
で
協
定
し
て
い
る
宿
泊
施

設
や
観
光
施
設
な
ど
の
割
引
や
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
な
ど

■
会
費

　

入
会
金　

１
０
０
円
／
人（
入
会
時
）

　

会　

費　

３
０
０
円
／
人（
月　

額
）

申
・
問

　
　

商
工
観
光
課 

企
業
係

　
　
（
ス
キ
ー
場
内
）

　
　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
３
５
５

　

村
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
経
営
に
影
響
を
受
け

て
い
る
商
工
観
光
事
業
者
に
支
援
金
を

支
給
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
事
業
者

　

村
内
に
事
業
所
を
有
し
て
い
て
、
経

営
実
態
の
あ
る
法
人
及
び
個
人
事
業
主

の
う
ち
、次
の
業
種
に
該
当
す
る
事
業
者

●
支
援
金
の
額

　

個
人
事
業
主
10
万
円
・
法
人
20
万
円  

●
申
請
方
法
・
申
請
書
様
式

　

栄
村
Ｈ
Ｐ
に
掲
載

※
申
請
に
は
そ
の
他
の
要
件
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
申
請
期
限

　

令
和
4
年
11
月
30
日
㈬
ま
で

問
　
商
工
観
光
課 

企
業
係

　
　
（
ス
キ
ー
場
内
）

　
　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
３
５
５

宿
泊
業
、
飲
食
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
、

卸
売
業
、
小
売
業
、
製
造
業
、
道
路

旅
客
運
送
業
、
自
動
車
整
備
業
、
建

設
業

　

不
動
産
評
価
等
に
関
す
る
無
料
相
談

会
を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

○
開
催
日
時

　

令
和
4
年
10
月
3
日
㈪

　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

○
場
所

　

長
野
市
役
所
第
2
庁
舎
10
階

2
0
3
会
議
室

　

須
坂
市
役
所
3
階　

3
0
1
会
議
室

※
正
午
～
午
後
1
時
は
休
憩
時
間
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
為
、
以
下
の
点
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

・
体
調
に
不
安
の
あ
る
方
は
来
場
を
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

・
マ
ス
ク
の
着
用
及
び
手
指
の
消
毒
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
　
一
般
社
団
法
人

　
　

長
野
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

　
　

☎
０
２
６
─

２
２
５
─

５
２
２
８

　

３
期
９
年
６
ヶ
月
、
栄
村
人
権
擁
護

委
員
を
務
め
ら
れ
、
去
る
６
月
31
日
に

退
任
さ
れ
た
、
上
倉
章
夫
さ
ん
に
法
務

大
臣
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

上
倉
さ
ん
は
任
期
中
に
飯
山
人
権
擁

護
委
員
協
議
会
会
長
を
２
年
間
、
長
野

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
副
会
長
を
２

年
間
歴
任
さ
れ
、
人
権
擁
護
活
動
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
に
支
え
ら
れ

て
務
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
人
権
擁
護

委
員
に
な
ら
な
け
れ
ば
出
会
え
な
か
っ

た
人
た
ち
に
出
会
え
た
こ
と
を
感
謝
し

て
い
ま
す
。」
と
お
話
し
で
し
た
。

　

受
賞
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明

会
の
ご
案
内

た
ば
こ
は
村
内
で

買
い
ま
し
ょ
う
！

秋
の
交
通
安
全
運
動
を

実
施
し
ま
す

令
和
４
年
度
後
期
高
齢

者
医
療
被
保
険
者
証
の

一
斉
更
新
に
つ
い
て

犬
の
狂
犬
病
予
防
注
射

の
実
施
に
つ
い
て

　

事
業
者
の
方
向
け
に
、
消
費
税
の
基

本
的
な
仕
組
み
や
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に

関
す
る
説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

・
会
　
場

　

信
濃
中
野
税
務
署　

会
議
室

・
開
催
日

　

令
和
4
年
10
月
13
日
㈭
・
27
日
㈭

　
　
　
　
　

11
月
8
日
㈫
・
24
日
㈭

　
　
　
　
　

12
月
7
日
㈬
・
20
日
㈫

・
定
　
員

　

各
20
名
（
事
前
登
録
制
／
先
着
順
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
状
況
等
に
よ
り
相
談
会
の
開
催
を

延
期
又
は
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

申
・
問

　
　

信
濃
中
野
税
務
署 

個
人
課
税
部
門

　
　

☎
０
２
６
９
─

２
２
─

３
１
５
３

　

た
ば
こ
税
は
、
購
入
す
る
た
ば
こ
の

代
金
に
含
ま
れ
て
お
り
、
購
入
し
た
販

売
店
の
所
在
す
る
市
町
村
の
収
入
に
な

り
ま
す
。

　

重
点
事
項
に
気
を
付
け
、
一
人
一
人

が
交
通
ル
ー
ル
を
遵
守
す
る
と
共
に
、

事
故
防
止
に
向
け
て
交
通
マ
ナ
ー
の
向

上
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

◆
期
間

　

9
月
21
日
㈬
～
9
月
30
日
㈮

◆
重
点
項
目

①
子
供
と
高
齢
者
を
始
め
と
す
る
歩
行

者
の
安
全
確
保

②
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
者
事
故
の

防
止
及
び
飲
酒
運
転
の
根
絶

③
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
遵
守
の
徹
底

④
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

　

現
在
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

が
病
院
を
受
診
し
た
際
の
窓
口
負
担
は
、

本
人
や
同
世
帯
の
方
の
所
得
、
収
入
等

に
応
じ
て
１
割
ま
た
は
３
割
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
令
和
４
年
10
月
１
日
か
ら

新
た
に
２
割
の
区
分
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
令
和
４
年
10
月
１
日

か
ら
適
用
と
な
る
被
保
険
者
証
が
一
斉

交
付
さ
れ
ま
す
。

 

（
現
在
交
付
さ
れ
て
い
る
被
保
険
者
証

の
有
効
期
限
は
令
和
４
年
９
月
末
ま
で

で
す
。）

　

交
付
の
時
期
は
９
月
下
旬
頃
の
予
定

と
な
り
ま
す
の
で
、
被
保
険
者
証
が
届

き
ま
し
た
ら
現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者

証
と
交
換
し
て
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

※
窓
口
負
担
割
合
が
変
更
に
な
ら
な
い

方
に
も
新
し
い
被
保
険
者
証
が
交
付

さ
れ
ま
す
。

問
　
民
生
課　
住
民
福
祉
係

　
　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
４

　

飼
い
犬
は
、
年
１
回
４
月
～
６
月
末

ま
で
に
必
ず
狂
犬
病
予
防
注
射
を
実
施

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。（
た
だ
し
、今

年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
関
係
で
注
射
実
施
の
期
限
が
令
和

４
年
12
月
末
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。）

　

栄
村
に
お
い
て
、
年
２
回
実
施
し
て

い
る
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
で
注
射
を

終
え
て
い
な
い
飼
い
犬
は
必
ず
動
物
病

院
で
狂
犬
病
予
防
注
射
を
実
施
し
て
く

だ
さ
い
。

　

実
施
後
は
、
病
院
が
発
効
す
る
狂
犬

病
予
防
注
射
済
証
を
持
参
の
上
、
役
場

民
生
課
ま
で
ご
報
告
く
だ
さ
い
。
役
場

か
ら
注
射
済
票
を
交
付
い
た
し
ま
す
。

（
交
付
手
数
料
５
５
０
円
が
か
か
り
ま

す
。）

※
北
信
管
内
の
動
物
病
院
で
注
射
を
実

施
し
た
場
合
は
、
報
告
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
飼
い
犬
が
高
齢
ま
た
は
、
病

気
な
ど
で
狂
犬
病
予
防
注
射
を
実
施
で

き
な
い
旨
の
診
断
を
受
け
た
場
合
は
、

狂
犬
病
予
防
注
射
実
施
猶
予
証
明
書
を

持
参
の
上
、
民
生
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

問
　
民
生
課　
住
民
福
祉
係

　
　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
４

　

た
ば
こ
の
購
入
は
、
ぜ
ひ
、
村
内
の

販
売
店
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

喫
煙
者
の
皆
さ
ん
に
は
引
き
続
き
、

喫
煙
マ
ナ
ー
の
向
上
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
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秋

通

山

隊
力

信

協

Vol.74

　

こ
ん
に
ち
は
。
秋
山
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
木
村
で
す
。

　

今
年
は
全
国
的
に
暑
い
夏
で
す
ね
。
秋
山

地
域
も
30
℃
を
超
え
る
日
が
多
い
で
す
。
先

日
、
長
野
市
内
を
車
で
走
っ
て
い
る
と
、
道

路
の
温
度
計
が
「
38
℃
」
と
表
示
さ
れ
て
お

り
、
気
温
の
高
い
地
域
で
生
活
さ
れ
て
い
る

方
々
が
少
し
心
配
に
な
り
ま
し
た
。
９
月
も

残
暑
が
続
く
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
お
体
に

気
を
付
け
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、
６
、７
月
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
関

わ
る
記
事
を
書
き
ま
し
た
の
で
、
久
し
ぶ
り

に
協
力
隊
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
書
い
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ア
ロ
マ
製
品
に
つ
い
て
、
現
在
道
の
駅
な

ど
の
小
売
店
で
の
販
売
、
ふ
る
さ
と
納
税
返

礼
品
で
の
販
売
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ

れ
ら
に
加
え
て
通
信
販
売
を
開
始
し
ま
し

た
。
ア
ウ
ト
ド
ア
用
品
を
扱
う「
モ
ン
ベ
ル
」

様
に
お
声
が
け
い
た
だ
き
、
モ
ン
ベ
ル
様
が

運
営
す
る
「
モ
ン
ベ
ル
フ
レ
ン
ド
マ
ー
ケ
ッ

ト
」
に
出
展
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。「
ク
ロ
モ
ジ
蒸
留
水
１
０
０
㎖
」、

「
ク
ロ
モ
ジ
精
油
３
㎖
」、
以
上
２
点
を
出
品

致
し
ま
し
た
。

　

商
品
に
は
栄
村
の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

同
封
す
る
予
定
で
、
製
造
元
の
売
上
増
加
だ

け
で
な
く
、
栄
村
の
観
光
振
興
に
繋
が
る
こ

と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
販
売
開
始
時
期

は
未
定
で
す
が
、
９
月
中
に
は
出
店
で
き
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

以
上
が
現
在
ま
で
の
活
動
報
告
に
な
り
ま

す
。
ア
ロ
マ
製
品
、
ア
イ
ス
な
ど
活
動
に
進

捗
が
あ
り
ま
し
た
ら
本
誌
で
ご
報
告
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
村
民
の
皆
様
、
夏
の
疲
れ
が

出
や
す
い
頃
で
す
。
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
向
か

い
ま
す
が
、体
調
に
は
十
分
ご
注
意
の
う
え
、

ご
活
躍
く
だ
さ
い
。

 

（
地
域
お
こ
し
協
力
隊　

木
村　

優
）

�

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
通
信

《
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
講
演
会
開
催
》

　

8
月
20
日
に
秋
山
支
所
に
お
い
て
「
大
地

と
ヒ
ト
と
の
繋
が
り
─
苗
場
山
麓
の
魅
力

─
」
講
演
会
を
開
催
し
、
32
人
の
方
が
参
加

し
ま
し
た
。
講
演
会
に
は
お
二
人
の
講
師
を

お
招
き
し
、
清
水
岩
夫
先
生
（
栄
村
誌
自
然

部
会
長
）
か
ら
は
地
質
に
つ
い
て
、
長
谷
川

裕
彦
先
生
（
明
星
大
学
教
育
学
部
教
授
）
か

ら
は
、
地
形
学
に
つ
い
て
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
日
頃
な
ん
と
な
く
見

て
い
た
地
形
に
つ
い
て
、
そ
の
成
り
立
ち
を

初
め
て
知
る
こ
と
が
で
き
た
。」「
身
近
な
場

所
へ
の
目
の
向
け
方
が
変
わ
っ
て
く
る
。」

な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
の

5
月
に
発
生
し
た
切
明
の
地
滑
り
に
つ
い
て

も
地
質
学
・
地
形
学
の
観
点
か
ら
触
れ
て
い

た
だ
き
、
土
砂
災
害
の
仕
組
み
に
つ
い
て
も

理
解
が
深
ま
る
講
演
で
し
た
。

　

苗
場
山
頂
付
近
の
坪
場
と
呼
ば
れ
る
と
こ

ろ
に
は
、
角
が
取
れ
て
丸
く
な
っ
た
石
が
あ

り
ま
す
。な
ぜ
山
の
頂
上
に
、川
原
に
あ
る
よ

う
な
丸
み
を
帯
び
た
石
が
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
？
苗
場
山
は
氷
河
に
覆
わ
れ
て
い
た
と
い

う
仮
説
を
立
て
、
調
査
研
究
さ
れ
て
い
る
長

谷
川
先
生
に
よ
れ
ば
、
氷
河
が
溶
け
出
し
た

際
に
岩
石
が
削
ら
れ
丸
く
な
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
大
変
興
味
深
い
お

話
し
に
多
く
の
方
が
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
地
球
が
誕
生
し
て
か
ら
45
億

年
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
1
年
間

に
例
え
る
と
私
た
ち
人
類
が
誕
生
し
た
の
は

12
月
31
日
午
後
11
時
45
分
と
な
り
、
私
た
ち

の
生
涯
は
ほ
ん
の
0
・
5
秒
程
度
の
よ
う
で

す
。

　

私
た
ち
の
住
む
地
球
は
壮
大
な
歴
史
が
あ

る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
講
演
会
で
も
あ
り

ま
し
た
。
講
演
会
の
様
子
は
栄
村
教
育
委
員

会
Y
o
u
T
u
b
e
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
ア
ッ
プ

ロ
ー
ド
し
ま
す
の
で
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
精
油
使
用
例
】 

デ
ィ
フ
ュ
ー
ザ
ー
と
使
用
し

て
、
自
宅
で
手
軽
に
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
を
！ 【蒸留水使用例】 マスクスプレーに！

第8回苗場山麓ジオパーク
フォトコンテスト　応募作品受付中
○昔の写真でも、スマホで撮影した写真で

もお気軽に応募いただけます。皆さまか
らとびっきりの１枚をお願いします。

←応募フォームは
　こちらから
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加工用トマト収穫体験
　生徒会が中心とな
り、野田沢地区の宮
川農園さんに、加工
用トマトの収穫体験
を行うことになって
いました。当日はあ
いにくの天気で、加
工用トマト収穫体験はできませんでしたが、栄村の
産業振興を考える機会となりました。
　生徒が課題を設定し、その課題解決に向けて探究
活動を行う「さかえふるさと塾」。その様子は栄中
学校のツイッターで発信しています。
　アクセスやリツイートをしてください。また、ツ
イッターに掲載してほし
い内容がありましたら、
栄中学校教頭までご連絡
ください。

　栄村教職員会が、夏休み中の７月２８日に栄中学校で行われ
ました。下教育長から先生方に少人数だからこそできる「栄
村らしい教育」をしてほしいとの話がなされ、以下の４項目
について具体的な要望が話されました。
１　「個」や「その子らしさ」を大切にした教育を
２　一律・一斉でない教育、揃えない教育、教えない教育を
３　「ふるさと観」を育成するふるさと教育の充実を
４　関係機関と連携し、防災教育の推進を

子ども教育係

村の  未来は、教育から
『自学共育』（自ら学び共に  育ち・歩みましょう！）

栄村教育委員会報
№４

発行：栄村教育委員会事務局

栄小・中に黒板アート出現！
　２学期のスタートに、栄小・中学校の昇降口に素
晴らしい黒板アートが出現！作者は栄小学校の飯嶋
広恵先生です。素晴らしい作品なので早めにご覧く
ださい。

栄村教職員会夏期研修にて

　８月２３日鑓水愛先生に講師をお願いし、危険な昆虫や植物の勉強会を行いました。
　実際に保育園近くの林に入り、ツタウルシや
ヤマウルシを見て特徴を教えてもらったり、写
真でハチや蛇を見ながら、自分の身を守るには
どうしたらいいか動いて確かめたり。子ども達
は鑓水先生の話を真剣な表情で聞いていました。
やまあそびを楽しく安全に行うために、これか
らもみんなで勉強していきたいと思います。

「保育園　やまあそびのための勉強会」 ～危険な昆虫に会ったらどうする？
危険な葉っぱってどれ？～
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文化月間：10月15日㈯～11月３日㈭まで役場にて展示
出場者・出展者募集中！詳しくは別添チラシで！

栄村の古代史講演会開催！
　８月２７日㈯
こらっせ裏へ整
備した敷石住居
跡復元を記念し
た講演会を開催
しました。講師
には平成２８年
にひんご遺跡発掘調査を担当された谷和隆さんをお
招きし、ひんご遺跡をはじめとした旧石器時代のお
話をしていただきました。村の歴史のロマンを感じ
る講座になりました。
　この講演会には、当時の発掘調査や復元作業に関
わっていただいた有志の皆さんの協力のもと実現す

ることがで
きました。
　ありがと
うございま
した。

植物園ボランティア作業
　栄村自然植物園に心を寄せ頂いている有志で整備
分担場所を決め、“魅せる植物園” を目指し整備中
です。
　ボランティア仲
間募集中です。ご
興味がある方は教
育委員会事務局ま
でお問い合わせく
ださい。

大きな事故や
けがの

報告もなく、
夏休みも明け

、

保・小・中に
元気な子ども

の

声が帰ってき
ました！

いよいよ2学
期がスタート

しました！

村の  未来は、教育からいくつになっても、誰もが心豊かに、
生きがいを持って生活を紡いでほしい！

『自学共育』（自ら学び共に  育ち・歩みましょう！）

生涯学習係

今月の見どころ
　お盆前に大規模な草刈り整備が終わりました。ス
ッキリとした植物園を散策してみませんか？９月の
見ごろは、この２つ！是非見つけてください。

希少種の調査に同行しませんか
　栄村では、令和２年より村内の希少種の保全活動
として希少動植物調査を実施しています。調査活動
では、栄村初記録となる希少種に遭遇することもあ
ります。栄村のみなさん、希少動植物調査員ととも
に、調査へ出かけてみませんか？
　興味のある方は教育委員会事務局までお知らせく
ださい。

ルリモンハナバチ
希少動植物調査で見つ
かった全国的にも珍し
ミツバチの仲間。

ナンバンギセル
昨年栄村で発見され
た、長野県で絶滅した
と思われていた種。

栄村自然植物園だより

「クロバナヒキオコシ」 「ツリフネソウ」

第44回栄村総合文化祭‼
10月16日㈰
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ト
ン
ボ
が
教
え
る
地
球
温
暖
化
？

ホ
ソ
ミ
イ
ト
ト
ン
ボ
発
見
！

希
少
動
植
物
調
査
員

か
ら
の
報
告
�

池
ま
で
、
標
高
も
地
域
も
広
範
囲
に
渡
っ

て
い
ま
す
。

　

な
ぜ
今
年
に
な
っ
て
急
に
こ
の
ト
ン
ボ

が
見
つ
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
も

複
数
か
所
で
！
昨
年
ま
で
の
調
査
で
、
私

た
ち
の
見
落
と
し
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
不
思
議
で
す
。

　

そ
こ
で
、
長
野
県
環
境
保
全
研
究
所
に

問
い
合
わ
せ
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
こ
の

ト
ン
ボ
は
、
現
在
長
野
県
で
も
分
布
が
県

の
南
部
か
ら
北
部
へ
拡
大
し
て
い
る
よ
う

で
す
。
ま
た
、
低
標
高
地
の
新
潟
県
側
か

ら
分
布
が
拡
大
し
て
き
た
可
能
性
も
あ
る

と
の
こ
と
で
し
た
。
現
在
、
さ
ら
に
詳
し

い
県
内
の
分
布
状
況
を
問
い
合
わ
せ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ほ
か
に
も
調
べ
て
み
る
と
、
こ
れ
ま
で

　

ホ
ソ
ミ
イ
ト
ト
ン
ボ
は
、
そ
の
名
が
示

す
と
お
り
、
身
体
が
細
く
本
当
に
か
弱
そ

う
な
イ
ト
ト
ン
ボ
で
、
体
長
が
わ
ず
か
４

㎝
ほ
ど
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
年
５
月
、
役
場
職
員
が
北
野
植
物
園

の
池
で
、
産
卵
す
る
青
い
イ
ト
ト
ン
ボ
を

見
つ
け
ま
し
た
。
そ
の
情
報
を
元
に
、
私

た
ち
が
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
な
ん
と
県
北

地
域
に
は
分
布
し
て
い
な
い
は
ず
の
ホ
ソ

ミ
イ
ト
ト
ン
ボ
だ
っ
た
の
で
す
。

　

こ
の
ト
ン
ボ
は
、
現
在
日
本
に
生
息
す

る
約
２
０
０
種
の
ト
ン
ボ
類
の
中
で
、
成

虫
で
越
冬
す
る
わ
ず
か
３
種
の
う
ち
の
一

種
で
す
。
昨
年
の
『
広
報
さ
か
え
』
11
月

号
で
、
同
じ
く
成
虫
で
越
冬
す
る
珍
し
い

ホ
ソ
ミ
オ
ツ
ネ
ン
ト
ン
ボ
が
、
20
数
年
ぶ

り
に
村
内
で
見
つ
か
っ
た
こ
と
を
お
伝
え

し
ま
し
た
。
今
回
の
発
見
で
、
成
虫
で
越

冬
す
る
オ
ツ
ネ
ン
ト
ン
ボ
、
ホ
ソ
ミ
オ
ツ

ネ
ン
ト
ン
ボ
、
ホ
ソ
ミ
イ
ト
ト
ン
ボ
の
３

種
全
て
が
村
内
で
見
つ
か
っ
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。（
た
だ
し
、オ
ツ
ネ
ン
ト
ン
ボ
は
、

古
い
記
録
が
残
る
だ
け
で
す
。）

ホ
ソ
ミ
イ
ト
ト
ン
ボ
　
な
ぜ
こ
こ
に
！

　

と
こ
ろ
で
、
今
年
見
つ
か
っ
た
ホ
ソ
ミ

イ
ト
ト
ン
ボ
は
、
も
と
も
と
関
東
地
方
か

ら
西
日
本
を
中
心
に
分
布
す
る
南
方
系
の

ト
ン
ボ
で
す
。

　

し
か
し
、
春
か
ら
の
私
た
ち
の
調
査
で

は
、
表
に
示
す
よ
う
に
村
内
５
か
所
で
こ

の
ト
ン
ボ
を
見
つ
け
ま
し
た
。
標
高
約

４
７
０
ｍ
の
北
野
植
物
園
内
の
池
か
ら
標

高
約
９
６
８
ｍ
の
上
ノ
原
に
あ
る
第
２
天

分
布
北
限
だ
っ
た
群
馬
県
や
栃
木
県
な
ど

各
地
で
、
分
布
域
が
北
上
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。

ホ
ソ
ミ
イ
ト
ト
ン
ボ
が
教
え
る
こ
と

　

冬
を
越
し
た
越
冬
型
の
個
体
は
、
春
に

成
熟
し
て
産
卵
し
、
孵
化
し
た
幼
虫
が
夏

に
再
び
成
虫
に
な
っ
て
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
そ
の
夏
型

が
産
卵
し
て
、
秋
に
成
虫
に
な
っ
た
個
体

が
未
成
熟
の
ま
ま
冬
を
越
し
ま
す
。

　

今
年
の
調
査
で
は
、
夏
に
も
こ
の
ト
ン

ボ
が
見
つ
か
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
明
ら

か
に
村
内
で
繁
殖
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

　

現
在
、
セ
ミ
や
チ
ョ
ウ
な
ど
、
様
々
な

生
き
物
が
地
球
温
暖
化
に
よ
っ
て
、
よ
り

北
の
地
域
や
よ
り
標
高
の
高
い
場
所
へ
と

そ
の
生
息
域
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　

ホ
ソ
ミ
イ
ト
ト
ン
ボ
の
発
見
を
、
す
ぐ

地
球
温
暖
化
の
せ
い
と
決
め
つ
け
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
小
さ
な
か
弱
そ
う
な

生
き
物
の
世
界
に
も
、
何
ら
か
の
変
化
が

起
き
て
い
る
こ
と
は
確
か
な
よ
う
で
す
。

　

ホ
ソ
ミ
イ
ト
ト
ン
ボ
が
教
え
て
く
れ
る

こ
と
は
、
ひ
ょ
っ
と
し
て
我
々
人
間
へ
の

声
な
き
警
告
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
地
球
温

暖
化
は
、
生
き
物
の
変
化
だ
け
に
と
ど
ま

ら
ず
、
農
林
業
、
さ
ら
に
は
ほ
か
の
産
業
、

そ
し
て
人
々
の
暮
ら
し
に
も
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
ま
す
。こ
の
静
か
な
山
里
で
も
、

今
後
の
地
球
温
暖
化
へ
の
対
応
を
、
様
々

な
産
業
で
考
え
て
、
備
え
て
い
く
必
要
が

あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
栄
村
希
少
動
植
物
調
査
員
・
涌
井
泰
二
） 

ホソミイトトンボ♂（夏型）
越冬型より身体が小さく体長３cmほど。

（2022.7.24　スキー場内の池）

ホソミイトトンボ確認地

産卵するホソミイトトンボ♀（越冬型）
（2022.5.24　北野植物園）

№ 期　日 確認場所 標　高 型

１
2022/5/18

北野植物園内の池 約470ｍ
越冬型

2022/5/24 越冬型

２
2022/7/24

スキー場内の池 約486ｍ
夏　型

2022/7/26 夏　型

３
2022/7/21

天地地区の堤 約556ｍ
夏　型

2022/7/28 夏　型

４ 2022/7/28 天地地区の休耕田 約549ｍ 夏　型

５ 2022/7/25 上ノ原地区第２天池 約968ｍ 夏　型
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７月火災・救助・救急出動件数

最高気温 35.9℃ ７月２日㈯

最低気温 19.0℃ ７月24日㈰

平均気温 25.2℃ 総 雨 量 168㎜

栄村の気象（７月）

世帯数 794世帯 前月比＋3
人　口 1,664人 －2
男 787人 －3
女 877人 1

出生 0
死亡 4
転入 6
転出 4

世帯と人口（８月１日現在） ７月中の異動

火災 救助 救急 栄村の搬送医療機関
飯 山 市 0 0 92 飯山日赤� 6

津南病院� 4
そ の 他� 7
不 搬 送� 0
合　　計� 17
十日町地域消防署と
の応援協定による出
動を含みます。

木 島 平 村 1 0 22

野沢温泉村 1 0 20

栄 村 0 0 17

管 轄 外 等 0 0 0

お家時間　家族で点検　火の始末

９月の納税等
〇国民健康保険税　　　　〇介護保険料
〇後期高齢者医療保険料　〇村営住宅料
〇ケーブルテレビ使用料　〇教員住宅使用料
〇合併浄化槽使用料　　　〇保育料
〇農業集落排水処理使用料　〇温泉使用料
〇温泉休憩所使用料　　　〇学童保育料

生活カレンダー９月

※振替指定口座の残高を事前にご確認ください。

納期限は　9月30日㈮　です
口座振替日
　農協・郵便局　　　９月22日㈭
　八十二銀行・県信　９月26日㈪

〈登録方法〉
　右の二次元コードを読み取り、追加又は以下の
方法で登録してください。
①LINEアプリを開き、検索で「栄村」
　と入力
②LINEアプリを開き、「友だち追加」
　のID検索で＠sakaevillと入力

村の情報はLINEでも配信しています。
ぜひお友達登録をお願いします。

子
ど
も
・
子
育
て

【
保
育
園
開
放
日
】

日
時
：
20
日
㈫　

午
前
９
時
か
ら

場
所
：
北
信
保
育
園

【
子
育
て
相
談
日
】

日
時
：
14
日
㈬　

午
前
９
時
か
ら

場
所
：
ひ
な
た
ぼ
っ
こ 

【
自
然
学
校 

～
田
ん
ぼ
の
生
き
物
～
】

日
時
：
10
日
㈯　

午
前
９
時
半
か
ら

場
所
：
集
団
検
診
室

行
事
・
そ
の
他

【
ジ
オ
子
供
向
け
講
座
】

日
時
：
17
日
㈯　

午
前
９
時
半
か
ら

場
所
：
か
た
く
り
ホ
ー
ル 

【
村
民
登
山
】

日
時
：
23
日
㈮　

午
後
７
時
半
か
ら

場
所
：
天
池
周
辺 

【
桐
の
葉
祭
】

日
時
：
10
月
１
日
㈯　

午
前
８
時
50
分
か
ら

場
所
：
栄
中
学
校
体
育
館
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７
月
末
か
ら
感
染
拡
大
を
し
始
め
、
県

内
の
レ
ベ
ル
は
ど
ん
ど
ん
と
高
く
な
り
、

感
染
者
数
も
過
去
最
多
を
記
録
し
ま
し
た
。

　

３
年
目
と
も
な
る
と
、
国
や
県
か
ら
発

令
さ
れ
る
内
容
は
こ
れ
ま
で
と
異
な
り
、

県
を
ま
た
ぐ
移
動
の
制
限
や
人
と
会
う
機

会
の
軽
減
と
い
っ
た
「
行
動
規
制
」
が
発

令
さ
れ
な
い
中
で
の
御
祭
礼
シ
ー
ズ
ン
と

な
り
ま
し
た
。

　

村
内
の
御
祭
礼
状
況
を
、
公
民
館
報
編

集
委
員
が
独
自
に
調
査
し
た
結
果
、
左
上

の
表
の
通
り
と
な
り
ま
し
た
。
一
年
目
、

「
祭
り
を
や
ら
な
い
の
は
楽
で
よ
い
」
と

い
う
声
も
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
が
、
3
年

目
と
も
な
る
と
、「
そ
れ
で
も
何
か
し
よ

う
じ
ゃ
な
い
か
」
と
、
す
べ
て
を
中
止
に

す
る
の
で
は
な
く
、
実
施
方
法
を
変
更
し

た
り
、
打
ち
上
げ
花
火
を
あ
げ
た
り
と
、

工
夫
す
る
集
落
も
あ
り
ま
し
た
。

　

以
前
公
民
館
報
の「
ど
先
生
の
昔
語
り
」

に
て
紹
介
し
た
も
の
の
中
に
、
１
７
４
６

年
、
箕
作
に
各
所
の
獅
子
舞
が
集
ま
り
、

踊
揃
え
を
し
て
い
た
こ
と
や
、
箕
作
の
獅

子
が
野
沢
温
泉
村
へ
出
張
し
て
い
た
と
い

う
内
容
が
あ
り
ま
し
た
。
御
祭
礼
が
い
つ

か
ら
ど
の
よ
う
に
始
ま
っ
た
か
は
定
か
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、集
落
が
個
々
に
持
つ
、

唯
一
無
二
の
貴
重
な
御
祭
礼
が
、
コ
ロ
ナ

に
よ
っ
て
失
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
で
き
る

限
り
後
世
へ
と
つ
な
が
っ
て
ほ
し
い
。
そ

う
願
う
ば
か
り
で
す
。

例年実施の内容は番号で表記しています。
①獅子舞、②ちょうちん行列、③さいとり舞、
④天狗、⑤盆踊り、⑥神事

２０２２栄村各地区御祭礼実施状況

集落名 例　年 実施状況
白 鳥 ①～④⑥ 神事と打ち上げ花火
平 滝 ④⑥ 神事
横 倉 ①②⑥ 神事と打ち上げ花火
青 倉 ①②⑥ 神事
森 ①②⑥ 宵祭りなし。神事後獅子舞
泉 平 ⑥

箕 作 ①②③⑥ 獅子舞とさいとり舞を 1度
だけ実施。神事、あくま祓い

月 岡 ①②⑥ 短縮して獅子舞。神事

小 滝 ①②⑥ 提灯行列（短縮）、獅子舞
１回を実施。 神事

野田沢 ①⑥ 神事。獅子頭新調
大久保 ②⑥
雪 坪 ⑥ 神事
志久見 ①⑥ 神事
柳在家 ⑥ 神事
切 欠 ⑥
長 瀬 ①④⑥ 神事
笹 原 ⑥ 神事
北 野 ⑥ 神事中 野

極 野 ①③④⑥
さて 神事

坪 野 春祭りに
変更 神事

小赤沢 ⑤⑥
打上花火 打上花火、神事

屋 敷 ⑥ 神事
上野原 ⑥ 神事
和 山 ⑥ 神事

コロナ禍３年目の御祭礼

※一部予定を含む

小滝地区

森地区
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こ
ら
っ
せ
通
信

館
長
コ
ラ
ム

　
「
こ
の
村
で
暮
ら
す
面
白
さ
」
を
追

い
か
け
た
い
。 

　

こ
の
数
年
芸
術
や
生
音
楽
と
い
っ
た

も
の
に
接
し
て
な
い
な
と
感
じ
て
い

た
。
コ
ロ
ナ
な
る
も
の
が
世
の
中
に
出

回
っ
て
な
い
３
年
ほ
ど
前
に
「
久
し
く

コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
て
い
な
い
か
た

く
り
ホ
ー
ル
で
音
楽
を
届
け
た
い
」
と

の
誘
い
が
あ
っ
た
。堅
苦
し
そ
う
だ
な
、

と
自
分
勝
手
な
思
い
込
み
と
苦
手
意
識

で
後
ろ
向
き
な
態
度
を
し
て
い
た
私
が

い
た
。
そ
の
時
静
か
に
ポ
ツ
リ
と
発
し

た
声
が
あ
っ
た
。「
文
化
活
動
な
き
所

に
過
疎
か
ら
の
脱
却
は
な
い
」
脳
天
に

突
き
刺
さ
っ
た
気
が
し
た
。
確
か
に
そ

う
だ
！
い
ろ
ん
な
も
の
に
触
れ
た
り
感

動
し
た
り
し
て
刺
激
を
受
け
な
け
れ
ば

面
白
く
な
い
も
ん
ね
。
面
白
く
な
け
れ

ば
こ
の
村
に
暮
ら
し
て
い
る
価
値
観
が

わ
か
ら
な
い
も
ん
ね
。
面
白
さ
を
自
分

た
ち
で
求
め
て
自
ら
動
く
こ
と
が
面
白

さ
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
自
分
の
好
き

嫌
い
だ
け
で
判
断
し
て
い
た
自
分
が
何

と
も
情
け
な
く
反
省
し
た
。「
文
化
活

動
な
き
所
に
過
疎
か
ら
の
脱
却
は
な

い
」
が
心
の
片
隅
に
腰
を
下
ろ
し
、
い

つ
も
問
い
か
け
て
い
る
。「
文
化
活
動

っ
て
何
な
の
か
？
」 

　

古
い
写
真
を
眺
め
て
い
た
ら
「
第
１

回
栄
村
総
合
文
化
祭
」
の
垂
れ
幕
が
目

を
引
い
た
。
踊
り
を
踊
っ
た
り
、
歌
を

歌
っ
た
り
、
楽
器
を
演
奏
し
て
い
た
り

し
て
い
る
場
面
で
あ
る
（
左
写
真
）。

自
分
た
ち
で
学
ん
で
楽
し
ん
で
い
る
こ

と
を
発
表
し
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感

じ
た
。
栄
村
の
絵
手
紙
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
「
ヘ
タ
で
い
い
、
ヘ
タ
が
い

い
」
と
あ
る
が
、
ま
さ
に
そ
の
と
お
り

だ
。「
稼
ぐ
」
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
大
事

だ
け
ど
、
こ
の
村
で
の
暮
ら
し
を
自
ら

楽
し
む
と
い
う
こ
と
が
大
事
で
は
？
そ

し
て
そ
れ
を
繋
い
で
い
く
と
い
う
こ
と

も
。
そ
の
資
源
と
仲
間
は
こ
こ
に
は
た

く
さ
ん
あ
る
の
だ
か
ら
。

公民館アーカイブスに
向けて　集落は、人それぞれの舞台であり、寝床であると考

えています。自分の人生を豊かにするためには、住ん
でいる集落を整えることが大切です。集落を整えるの
は、そこに住む集落住民。だからこそ、同じ集落に暮ら
す人同士が個々に考えている想いを言葉にし、対話を
重ねることが大切になってくるのではないでしょうか。
　８月３日㈬和山公民館と共催で、これからの和山に
ついて考えるワークショップを行い、「和山をこうし
たい」「和山でこんなことをしたい」「和山で残したい
ものは？」というテーマで一人ひとりの想いを言葉に
しました。他の集落でもこうした動きに向けた準備が
進められています。
　集落ワークショップを通して、私たちの暮らしやす
い地域を、私たちの想いと行動で共に創っていきまし
ょう。関心の
ある方は栄村
公民館へお問
い合わせくだ
さい。

　昔の写真や映像は、当時の暮らしや文化を記す貴重
な資料です。
　現在、栄村公民館では、青倉出身の上辻旦泰さん（東
京栄村会事務局長）に協力を依頼し、上辻さんが昭和
４０年頃から、帰省時や御祭礼、冠婚葬祭等、栄村で撮
りためた動画を年代ごとに見られるように編集する作
業を行っています。
　まずは、栄村総合文化祭で昭和４０年代の８㎜動画を
上映できるよう準備を進めています。文化祭には時代
と共に変容してきた撮影機材等の展示も計画中。個人
の記録を目的として撮影されたものではありますが、
その当時の風景や暮らしを垣間見ることができます。
文化祭後はいつでもこらっせで鑑賞できるようにして
いきたいと考えています。他の年代についても、時間
はかかりますが、順次鑑賞できるように編集作業を進
める計画ですので、どうぞお気軽にこらっせへお出か
けください。

※アーカイブス…公文書などの保管所のこと。現在は、
時代を記録した映像等を保存・活用する施設や機能
を示す言葉としても用いられています。和山集落でのワークショップ

集落ワークショップ始動！

記念すべき第１回栄村総合文化祭（昭和54年11月）
実行委員長は桑原一富さん（北野）
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昔
話
に
よ
く
あ
る「
む
か
し
む
か
し
、

お
じ
い
さ
ん
が
山
へ
柴
刈
り
に
行
き
ま

し
た
。」
の
『
シ
バ
』
の
こ
と
。
シ
バ

は
薪
と
し
て
燃
焼
に
使
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
主
に
畑
の
つ
る
性
の
作
物

を
誘
引
す
る
た
め
に
も
用
い
ら
れ
て
お

り
、
現
在
の
『
イ
ボ
竹
』
の
先
祖
で

す
。
雪
に
押
し
曲
げ
ら
れ
て
弓
状
に
な

っ
た
、
２
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
長
さ
の
低

木
を
使
い
ま
す
。

　

こ
の
写
真
の
畑
の
人
は
も
う
何
年
も

使
っ
て
い
る
よ
う
で
、
と
て
も
重
宝
し

て
い
る
よ
う
で
す
。
使
え
な
く
な
っ
た

ら
薪
に
な
り
、
ま
さ
に
持
続
可
能
な
地

域
の
特
性
を
生
か
し
た
代
物
で
す
。

〜
永
遠
に
残
し
た
い

栄
村
の
暮
ら
し
〜

　
時
代
の
移
り
変
わ
り
と

と
も
に
村
民
の
暮
ら
し
も

変
容
し
て
い
ま
す
。
こ
こ

で
は
、
後
世
へ
と
伝
え
た

い
、
栄
村
の
文
化
を
紹
介

し
ま
す
。

　

暑
い
夏
の
名
残
を
感
じ
つ
つ
、秋

風
も
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

村
内
の
多
く
は
、
祭
礼
を
盆
に

行
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
は
盆
ご
っ

つ
ぉ
を
堪
能
し
ま
し
た
か
？
秋
に

祭
礼
を
行
う
集
落
で
は
、
ズ
イ
キ

の
酢
の
物
、
き
く
ら
げ
の
か
ら
し

和
え
と
い
っ
た
ご
っ
つ
ぉ
が
定
番

の
品
と
し
て
出
さ
れ
る
と
か
。
手

が
か
か
り
ま
す
が
、
栄
村
の
祝
い

ご
っ
つ
ぉ
と
し
て
欠
か
せ
な
い
ざ

っ
こ
く
び
ら
や
作
物
を
無
駄
な
く

い
た
だ
く
知
恵
で
あ
る
塩
煮
芋
は

伝
承
し
た
い
一
品
で
す
。

ざっこくびら 塩煮芋（しょーにいも）

ばあのごっつぉ紹介します！

栄
村
風
土
記
3

①アクを抜いたゴボウ（ささがき100ｇ）、少
量の水で戻した早煮昆布（25ｇ）、もどし
ぜんまい（２㎝に切ったもの260ｇ）、もど
ししいたけ（千切り220ｇ）をだし汁（３
ℓ）で柔らかくなるまで煮る（30分程度）。

②ニンジン（ささがき１本）、焼きちくわ（薄
目半月切２本）、昆布（３㎝の長さで細
切り）、アクを抜いたこんにゃく（短冊
切１丁）、厚揚げ（油抜きし短冊切１丁）、
里芋(他の材料に合わせて切り、塩もみ
をしてぬめりをとる300ｇ）を①に入れ、
少し煮立ったら、醤油（170㏄）、酒（90
㏄）、塩（小さじ２）、砂糖（大さじ２）
を入れて15分（具材が柔らかく、味が
しみこむ程度）煮たら火を止め休ませる。

③再度弱火で５分煮て完成！

①ピンポン玉程度のじゃがいも３㎏を皮ご
とよく洗う。

②鍋に油（大さじ５～ 7）を熱して①をい
れシワと少しの焦げ目がつくまで鍋をゆ
すりながらよく炒める。

③②に水またはだし汁（７カップ）、砂糖
（300ｇ）、醤油（50㏄）、みりん（100㏄）、
味噌（200ｇ）、酒（100㏄）、種とり唐辛
子（３本）を入れて強火にかけ、沸騰し
たらとろ火で煮込む。

④１～２日何度か火を入れ、いもによく味
がしみこむまで気長に煮て、煮汁にとろ
みがつくまで煮含める。

シ
バ
（
柴
）
　
野
山
の
雑
木
の
総
称
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十
王
堂
っ
て
何
？
　

　

仏
教
信
仰
の
一
つ
で
、
十
王
経
に
記

さ
れ
た
十
人
の
王
を
祀
っ
た
お
堂
。
十

王
経
に
は
、亡
者
が
冥め

い

府ふ

（
閻え

ん

魔ま

の
庁
）

　

私
の
家
の
仏
壇
に
あ
る
位
牌
の
中
で
、
最
も

古
い
日
付
は
宝ほ

う

暦れ
き

三
年
十
月
十
六
日
で
あ
る
。

西
暦
一
七
五
四
年
（
今
か
ら
二
六
八
年
前
）、

徳
川
将
軍
は
九
代
家
重
、
知
名
人
で
は
、
平
賀

源
内
が
二
五
才
、
杉
田
玄
白
は
二
〇
歳
、
小
林

一
茶
は
ま
だ
生
ま
れ
て
い
な
い
。
位
牌
の
主
は

女
性
だ
が
、
い
っ
た
い
ど
ん
な
人
生
を
送
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
眼
を
閉
じ
当
時
の
月
岡
の
景
色

を
思
い
浮
か
べ
て
み
る
の
も
面
白
い
。

　

さ
て
、
栄
村
誌
歴
史
編
に
つ
い
て
。
何
度
か

読
ん
で
み
た
中
で
、
と
て
も
印
象
に
残
っ
た
こ

と
を
書
い
て
み
た
い
。
時
代
は
さ
ら
に
二
〇
〇

年
程
遡
っ
た
元げ

ん

亀き

二
、三
年
頃
の
こ
と
。
歴
史

編
の
一
八
七
頁
、
執
筆
者
は
遠
藤
公
洋
先
生
で

あ
る
。

　

そ
の
書
き
出
し
に
は
、
上
杉
謙
信
か
ら
配
下

の
武
将
で
あ
る
栗
林
次
郎
左
衛
門
に
宛
て
た
手

紙
（
印
判
状
）
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中

に
「
市
川
寄
居
」
と
「
市
川
新
地
」
と
い
う
文

字
が
出
て
く
る
。
寄
居
は
「
百
合
居
」
に
転
訛

し
て
現
在
に
至
る
と
思
わ
れ
る
が
、
新
地
の
方

は
こ
れ
ま
で
謎
だ
っ
た
の
だ
と
い
う
。
遠
藤
先

生
が
そ
の
謎
解
き
を
し
て
い
る
の
で
、
詳
細
は

是
非
本
文
を
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

　

遠
藤
先
生
は
、
新
地
は
仙
当
城
の
こ
と
だ
と

い
う
。
謙
信
は
敵
（
こ
の
当
時
は
武
田
氏
）
に

備
え
る
た
め
に
、
箕
作
と
月
岡
に
、
寄
居
、
仙

当
城
そ
れ
に
城
坂
城
な
ど
を
整
備
し
、
軍
事
拠

点
を
築
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

仙
当
城
は
南
側
に
敵
を
受
け
る
構
造
に
な
っ

て
い
る
。こ
れ
に
対
し
、尾
根
伝
い
に
一
八
〇
〇

ｍ
程
登
っ
た
と
こ
ろ
に
雨
引
城
が
あ
る
。
こ
の

城
か
ら
は
、
山
伝
い
に
野
沢
温
泉
へ
行
く
こ
と

が
で
き
、
仙
当
城
に
向
い
た
面
だ
け
に
土
塁
や

堀
が
施
さ
れ
て
い
る
。
遠
藤
先
生
は
、
こ
の
城

が
敵
側
の
も
の
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

私
は
、
仙
当
城
に
は
数
回
、
雨
引
城
と
城
坂

城
に
は
そ
れ
ぞ
れ
二
回
登
っ
て
み
た
。
い
ず
れ

の
城
も
、尾
根
に
大
規
模
な
土
木
工
事
を
施
し
、

こ
れ
を
造
っ
た
人
は
さ
ぞ
大
変
だ
っ
た
だ
ろ
う

と
思
っ
た
も
の
だ
が
、
そ
こ
に
古
文
書
に
よ
る

裏
付
け
が
で
き
る
と
、
俄
然
、
現
実
味
が
増
し

て
く
る
。
ど
ん
な
人
た
ち
が
何
の
た
め
に
築
い

た
の
か
、
具
体
的
に
わ
か
る
か
ら
だ
。
当
時
、

箕
作
や
月
岡
周
辺
に
住
ん
で
い
た
人
た
ち
も
き

っ
と
動
員
さ
れ
土
木
作
業
に
従
事
し
た
こ
と
で

あ
ろ
う
。
そ
の
中
に
私
の
先
祖
も
い
た
か
も
し

れ
な
い
。

　

私
の
父
が
子
ど
も
の
頃
、
仙
当
城
に
は
我
が

家
で
耕
作
し
て
い
た
畑
が
あ
り
、
そ
こ
で
祖
母

が
イ
モ
を
作
っ
て
い
た
の
だ
と
聞
い
た
こ
と
が

あ
る
が
、
五
〇
〇
年
近
く
の
時
を
経
て
、
仙
当

城
は
静
か
に
ブ
ナ
の
大
木
に
お
お
わ
れ
て
い
る
。

歴
史
編
か
ら

第
四
節

戦
国
大
名
の
「
は
ざ
ま
」

に
な
っ
た
こ
ろ

青倉　十王堂

で
裁
か
れ
た
後
、
①
初
七
日
、
②
27

日
、
③
37
日
、
④
47
日
、
⑤
57
日
、
⑥

67
日
、
⑦
77
日
、
⑧
百
箇
日
、
⑨
1
周

年
、
⑩
3
周
年
と
各
王
の
庁
に
て
生
前

の
行
い
の
裁
き
を
受
け
、
こ
れ
に
よ
っ

て
来
世
の
生
所
が
決
ま
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

栄
村
で
は
、「
葬
式
道
具
を
入
れ
て

お
く
と
こ
ろ
」
と
認
識
し
て
い
る
方
も

多
い
よ
う
に
、
十
王
堂
で
葬
儀
を
行
っ

て
い
た
集
落
も
多
い
よ
う
で
す
。

青
倉
十
王
堂
の
特
徴
は
？

　

堂
内
に
は
、
上
段
に
十
王
と
奪だ

つ

衣え

婆ば

の
木
造
、
六
地
蔵
が
並
ん
で
お
り
、
枠

組
み
天
井
は
、
今
泉
の
和
尚
と
し
て
知

ら
れ
る
綿
貫
和
尚
の
描
い
た
も
の
が
用

い
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
西
国
、
坂

東
、
秩
父
霊
場
供
養
坂
碑
も
あ
り
、
一

番
ず
つ
観
音
様
を
浮
き
彫
り
に
し
て
あ

る
た
め
、
近
隣
の
市
町
村
で
は
見
る
こ

と
が
で
き
な
い
貴
重
な
も
の
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

青
倉
の
方
に
聞
く
と
、昭
和
初
期
頃
、

月
に
2
回
ほ
ど
十
王
堂
に
集
ま
り
、
念

仏
や
お
経
の
勉
強
会
を
し
て
お
り
、
お

盆
に
は
お
堂
を
二
重
三
重
に
囲
ん
で
盆

踊
り
を
し
た
そ
う
で
す
。

おら村の宝！ その3

栄
村
誌
の
コ
コ
が

お
も
し
ろ
い
！

No.3

栄
村
誌
歴
史
編
を
読
ん
で

月
　

岡
　
市
川
憲
一
さ
ん

参
考
文
献

・
青
倉
歴
史
物
語
（
発
行
者
／
貝
立
塾
）

・
栄
村
石
像
文
化
財

（
発
行
者
／
栄
村
教
育
委
員
会
）
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石
怒
瀬
激
浪
」
の
箇
所
を
鑿
割
り
取
り

除
け
る
予
定
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

十
か
所
の
支
店
は
会
社
の
営
業
区
域

に
沿
っ
て
高
井
郡
山
王
島
村
（
現
、
長

野
市
）・
同
郡
柳
沢
村
（
現
、
中
野
市
）・

水
内
郡
飯
山
町
・
同
郡
桑
名
川
村
・
同

郡
森
村
（
現
、
栄
村
）・
新
潟
県
魚
沼

郡
外
丸
村
（
現
、
津
南
町
）・
同
郡
水

沢
駅
（
現
、
長
岡
市
）・
同
郡
十
日
町
・

同
郡
岩
沢
村
（
現
、
小
千
谷
市
）・
同

郡
小
千
谷
町
に
置
か
れ
る
予
定
で
し

た
。
桑
名
川
村
か
ら
岩
沢
村
ま
で
の
支

店
は
三
等
で
、
副
支
配
人
一
名
・
手
代

一
名
・
船
方
二
名
の
四
人
詰
め
と
な
っ

て
お
り
、
森
村
に
も
三
等
支
店
を
置
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。続
き
ま
す
。

地域史料保全有志の会
鈴木 努（通称：ど先生）
イラスト作成：佐藤洋平

　

残
暑
の
季
節
が
過
ぎ
、
秋
の
気
配
が
漂
う

季
節
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
夏
は
猛
暑
に
加

え
て
大
雨
に
よ
る
川
の
氾
濫
や
洪
水
が
多
発

し
ま
し
た
。
近
隣
で
の
洪
水
被
害
と
い
え
ば

令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
の
台
風
に
よ
る
千

曲
川
洪
水
が
思
い
浮
か
び
ま
す
。
幸
い
今
夏

は
そ
の
よ
う
な
被
害
を
受
け
ず
に
済
み
ま
し

た
。
い
っ
ぽ
う
で
世
界
的
に
は
大
干
ば
つ
と

な
り
、
欧
州
で
は
河
川
が
干
上
が
っ
て
灌

漑
・
用
水
難
に
加
え
水
運
に
支
障
が
出
て
、

物
価
高
騰
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
に
拍
車
を
か

け
る
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

前
々
回
は
、
明
治
時
代
に
千
曲
川
の
水
運

開
発
の
出
願
人
に
依
頼
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
人

が
、
本
村
の
白
鳥
に
来
訪
し
た
話
題
を
紹
介

し
ま
し
た
。
今
回
か
ら
は
、
そ
の
依
頼
主
に

関
す
る
文
書
を
取
り
上
げ
、
ど
の
よ
う
な
目

論
見
が
行
わ
れ
た
か
、
な
ど
を
紹
介
し
よ
う

と
思
い
ま
す
。

　

森
地
区
の
広
瀬
家
文
書
に
「
千
曲
川

開
墾
会
社
創
立
申
合
規
則
」
と
題
し
た

活
版
刷
り
の
冊
子
が
あ
り
ま
す
。
冒

頭
に
会
社
の
事
業
の
概
略
を
述
べ
て

あ
り
、
そ
こ
に
は
水
内
郡
長
沼
穂
保

町
（
現
、
長
野
市
）
か
ら
新
潟
県
魚
沼

郡
小
千
谷
町
ま
で
の
岨
滝
や
大
滝
と
呼

ば
れ
る
難
所
三
一
か
所
の
岩
石
を
取
り

除
い
た
り
割
り
砕
い
て
開
墾
し
、
川
蒸

気
の
運
搬
が
出
来
る
よ
う
に
す
る
、
と

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
実
現
の
た
め
結
社

を
組
み
盟
約
す
る
た
め
こ
の
規
則
を
定

め
た
と
述
べ
て
い
ま
す
。
結
社
は
名
称

を
「
千
曲
川
開
墾
会
社
」
と
い
い
、
本

店
と
支
店
十
か
所
を
置
く
こ
と
、
創
業

資
金
を
二
〇
万
円
と
し
、
一
株
百
円
で

二
千
株
を
発
行
し
て
調
達
す
る
こ
と
、

事
業
内
容
は
ま
ず
河
道
整
備
を
行
い
、

そ
れ
が
完
成
し
た
後
は
長
野
県
庁
お
よ

び
新
潟
県
庁
の
保
護
の
も
と
に
通
行
の

船
舶
か
ら
川
料
を
取
り
立
て
て
収
益
と

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

会
社
の
発
起
人
は
水
内
郡
長
沼
穂
保

町
の
塚
田
和
作
、
ほ
か
同
郡
石
村
・
長

沼
穂
保
町
・
東
条
村
・
豊
津
村
・
大
町

か
ら
十
一
名
、
東
京
・
神
奈
川
か
ら
各

一
名
の
計
十
四
名
で
、
住
所
か
ら
塚
田

和
作
の
自
宅
に
本
店
を
置
い
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
塚
田
和
作
は
前
々
回
の

廻
状
に
出
願
人
と
し
て
登
場
す
る
人
物

で
す
。
四
十
七
か
条
の
規
則
は
明
治

十
一
年
（
一
八
七
八
）
十
月
付
け
で
、

前
々
回
紹
介
の
フ
ラ
ン
ス
人
来
訪
（
同

年
五
月
）
か
ら
半
年
後
に
決
議
さ
れ
た

よ
う
で
す
。

　

事
業
の
当
初
に
工
事
す
る
難
所
は
、

規
則
第
四
条
に
長
野
県
管
内
十
一
か

村
・
新
潟
県
管
内
九
か
村
の
地
先
三
一

瀬
と
あ
る
の
み
で
具
体
的
な
場
所
と
工

法
は
付
録
書
を
参
照
せ
よ
、
と
あ
り

ま
す
。
残
念
な
が
ら
付
録
書
は
残
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
難
所
の
総
延
長
は

一
四
〇
九
間
（
約
二
・
五
キ
ロ
）、「
岩

あ
ー
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
ん
か
　
〜
ど
先
生
の
栄
村
昔
語
り
〜
　
其
の
五
十
二

『
明
治
の
千
曲
川
通
船
計
画
』

開墾会社創立申合規則（表紙）　廣瀬博明家文書
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　栄村ではそろそろ稲刈りの準備が始まり、米の出来具合と、お天気が心配な毎日になりますね。台風などの
被害がないよう、事故のないよう、無事に秋の収穫を喜びたいですね !!
　収穫が終わればいよいよ読書の秋の到来です。今年気になった本は読みましたか？
　今年は寄贈本がたくさん入りました。今まで図書室になかった本がたくさんありますので、たまにはふらっ
と図書室をのぞいてみてください。お待ちしています。

・神様のケーキを頬ばるまで（彩瀬まる）
・あずかりやさん（大山淳子）
・凍花（斉木香津）
・幸福な生活（百田尚樹）
・KAGEROU（齋藤智裕）
・仮面同窓会（雫井脩介）
・イノセントブルー　記憶の旅人（神永 学）　他83冊

★９月、10月の図書室休館日★
９月10日、11日、17日～19日、23日～25日
10月８日～10日

９月は連休等で休館日が多く、ご迷惑をおかけいたします。

★栄村図書室開放時間★
平　日　午前８時半～午後５時
土・日　午前９時～正午　　　
※祝日は休館します

寄 贈 図 書 　本の状態や収蔵スペ
ース等の要因により、
ご厚意に添えない場合
もございます。
　寄贈される際は書籍
の所蔵は一任していた
だきますようお願いい
たします。

御祭礼　ボクらのヒーローここにあり！
地域特有の伝統文化が子どもたちに伝えるもの。それは、大人が思う
以上に、深く心の中に築かれる郷土愛なのではないでしょうか。

2022.9
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①栄村に来たきっかけは？
　もともと東京で生活していましたが、人の多
さに疲れてしまって、自然が多い中で暮らした
いなと２年前に単身で長野県に移住してきまし
た。そこで当時栄村の地域おこし協力隊として
働いていた夫と出会い、結婚を機に栄村に転居
してきました。

②栄村にきて感じること
　四季をすごく感じます。冬にはスノーボード
をして、雪が溶けたら山菜採り。今年は田植え
も人生で初めて経験しました。季節ごとにやる
こと、楽しめることがあって、これからが楽し
みだなと感じます。

③豪雪地で不安はありませんか？
　正直不安でいっぱいです。
　ですが、３年間栄村で冬を越した夫がいるの
で、存分に頼りにしながら冬も一緒に楽しめた
らなと思っています。

ようこそ！ 栄村へ!!

おおきく
な〜れ

月岡健斗さん（24歳）白鳥
　今話題のスケートボードを３年前から趣味で始めま
した。始めたきっかけは周りの仲間がみんなやってい
てカッコいいと思ったから。まず、仲間とスケボーが
できる広くて良い路面を探し、県境の橋の下をスケー
トパークにしたいと申請し、許可を取りました。無事
使わせて頂けることになり、仲間とアイテムを作成し
てイベントもやり、橋の下と私も一緒に成長している
ところです。最近では小学校ピロティーを使わせて頂
きながら、小学生を教えています。僕ら大人と比べて
飲み込みが早く、凄い勢いで成長してます。
今成長途中の小学生も、一緒に教えて
行く立場になってたら良いなぁと思い
ます。今後の活動目標は、栄村の大自然
の中にストリートパークを作り子供、
大人が楽しめる場所を作っていけたら
良いなと考えてます。

ピッチング練習にハマってます！
甲子園目指してがんばるぞ☆

心
ここ
路
ろ
さん（６歳・右上）

「ガーガー」が大好き。
コンバイン乗りたいなぁ

叶
かな
多
た
さん（３歳・左）

お兄ちゃんに負けないように大きくなるぞ！
未
み
來
らい
さん（５か月・右下）

　野球、相撲、駅伝と多趣味な長男です。兄に
負けてない次男とダウン症の三男と仲よく遊ん
でくれる優しいお兄ちゃんです。これからも自
分らしく元気にのびのび大きくなってね！

広瀬達也さん、智佳子さん宅（箕作）

佐藤真由美さん（坪野）

栄村民１年目



公民館報�さ か え（21） 令和４年９月１日

　皆さんこんにちは！平成30年から休部していたバレ
ーボールクラブですが、今年４月、「ソフトバレーボ
ールを含めた、幅広いバレーボールを楽しめるクラブ
として復活させたい」という想いのもと、ソフトバレ
ーボール愛好会とバレーボールクラブ（さかえスポー
ツクラブ所属）が融合し、新たなバレーボールクラブ
として復活しました。
　現在は、栄小学校体育館で、毎週土曜日午後６時か
ら午後８時まで、幅広い世代の方々で集まって活動し
ています。バレーボールと聞くと、６人制バレーや９
人制バレーを思い浮かべる方も多いと思いますが、初
心者でも取り組みやすいソフトバレーボールを中心に
行っています。非常に楽しいスポーツなので、ぜひ一
緒に活動してみませんか？今年11月には、ソフトバレ
ーボール大会を開催できるよう、準備を進めています
ので、多くの皆さんのご参加をお待ちしています！

　

田
ん
ぼ
に
は
赤
と
ん
ぼ
が
群
れ
、

朝
晩
は
涼
し
く
な
り
、
虫
の
声
が
夜

空
に
響
き
、
秋
を
感
じ
る
季
節
に
な

り
ま
し
た
。
こ
こ
に
暮
ら
し
て
い
る

と
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
で
す
が
、
視

点
を
変
え
る
と
、
日
々
の
暮
ら
し
の

営
み
の
中
で
受
け
継
ぎ
、
守
り
続
け

た
原
風
景
は
、
一
朝
一
夕
で
つ
く
る

こ
と
が
で
き
ず
、
大
金
を
積
ん
で
も

手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
宝
物

で
す
。
こ
こ
に
暮
ら
し
て
い
る
こ
と

の
あ
り
が
た
さ
に
感
謝
し
ま
す
。

第44回栄村総合文化祭

出展者・出場者募集中!!

編
集
後
記

杖
つ
い
て
草
と
向
き
合
う
玉
の
汗�

山
田
セ
キ

青
葉
風
職
人
が
た
き
の
藁
細
工�

斎
藤
は
る
子

虫
の
声
聞
き
つ
つ
夢
の
中
に
落
ち�

山
田
邦
江

古
着
物
草
履
に
化
け
て
秋
の
雨�

福
原
勇
一

稲
の
花
シ
ャ
ラ
シ
ャ
ラ
シ
ャ
ラ
と
ゆ
れ
て
お
り�

柳
　
静
江

若
わ
か
し
獅
子
に
拍
手
す
秋
祭
り�

関
谷
貞
子

稲
の
香
に
癒
さ
れ
な
が
ら
田
草
取
る�

杉
浦
恵
子

今月の一句 〜栄村俳句会〜

和

　文化祭は皆さんの発表や作品によって盛り上がりま
す！この機会に是非、趣味で作った作品をはじめ、大
人の一研究、親子作品を出展してみませんか。ステー
ジ発表では、日頃の練習成果や会場を盛り上げるため
の新企画まで、皆さんからのご参加をおまちしており
ます!! 詳しくは別添チラシをご覧いただくか、事務局

（☎87-3118）までお問い合わせください。
　みんなで文化祭を盛り上げよう!!

　森集落にある旧医師住宅では、毎週水曜日（年末年始、
祝祭日を除く）に「集いの場にじいろ」が開かれています。
これまでに、近所の方や小さな子を持つ親子、大工さん、
お料理上手さん等が集い、看板づくりやお菓子づくり、カ
フェの企画、ピザ釜づくり、ピザ作り等と様々な活動を繰
り広げており、時には役場にてカフェを開くこともあると
か。「にじいろ」は、福祉支援の一環として村が行ってい
る事業ですが、子育て世代から高齢者まで、誰もが集い、
支え・支えられながら共に活動をすることを目指していま
す。みなさんもぜひ立ち寄ってみてはいかがでしょうか。

若者で復活!!バレーボールクラブ‼

集いの場にじいろ
●期日：毎週水曜日　午前10時～午後５時
●会場：旧医師住宅（森）

集いの場にじいろ
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